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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療用液体の分配のための装置であって、
　前記治療用液体を保持するように構成されたコンテナであって、単回投与分の前記治療
用液体を分配するように構成された分配用先端を有する、コンテナと、
　前記分配用先端を含む前記コンテナの少なくとも一部上に適合することで、前記治療用
液体を分配しないように前記分配用先端を密封するように構成された通気型キャップであ
って、前記通気型キャップは、該通気型キャップが治療用液体を分配しないように前記分
配用先端を密封しているとき前記通気型キャップと前記分配用先端との間に規定される空
洞への空気の進入および退出を可能にする１つ以上の通気孔を有する、通気型キャップと
、
　前記通気型キャップの少なくとも一部上に適合するように構成された第２のキャップと
、
　前記第２のキャップならびに前記コンテナおよび前記通気型キャップのうち一方または
双方に連結された開封明示シールと、
を含む、装置。
【請求項２】
　前記コンテナは、複数の単回投与分の前記治療用液体を眼科用溶液、エマルションまた
は懸濁液の形態で分配するように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
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　前記通気型キャップ中の１つ以上の通気孔は、前記治療用液体の分配後における前記コ
ンテナの前記分配用先端における残留治療用液体の乾燥を加速させるために十分な前記空
洞を通じた空気の進入および退出を可能にするように構成される、請求項１に記載の装置
。
【請求項４】
　前記第２のキャップは、ねじられて前記装置から取り外されるように構成され、前記開
封明示シールは、前記第２のキャップのねじれに応答して壊れるように構成される、請求
項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記通気型キャップおよび前記第２のキャップにより一体型構造が規定され、前記開封
明示シールは、前記第２のキャップから剥離するように構成される、請求項１に記載の装
置。
【請求項６】
　前記通気型キャップ、前記第２のキャップおよび前記開封明示シールにより一体型構造
が規定され、前記開封明示シールは、前記通気型キャップおよび前記第２のキャップから
剥離するように構成される請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記第２のキャップにより第２の通気型キャップが規定され、前記第２の通気型キャッ
プが前記コンテナに対してねじれると、前記通気型キャップおよび前記第２の通気型キャ
ップの通気孔が重複する、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記コンテナは、１回分の用量よりも多くの前記治療用液体を含む、請求項７に記載の
装置。
【請求項９】
　前記通気型キャップは、前記通気型キャップが前記コンテナ上に適合したときに、前記
コンテナの前記分配用先端との接触を確立するように前記通気型キャップ上に配置された
突起を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記突起は、前記通気型キャップが前記コンテナ上に適合したときに、前記コンテナの
前記分配用先端を密封するように構成される、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第２のキャップは乾燥剤を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記コンテナの前記分配用先端および前記通気型キャップの一方または双方は、抗菌剤
を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記治療用液体は、防腐剤の入っていない治療用液体である、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記治療用液体は、溶液、エマルションまたは懸濁液の形態であり、前記治療用液体は
、ビマトプロスト、ブリモニジン、チモロール、シクロスポリン、ガチフロキサシン、オ
クフロキサシン、プレドニゾロン、カルニチンおよびケトロラクからなる群から選択され
る、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記コンテナは一方弁を含み、前記一方弁は、前記分配用先端に配置され、流体が前記
コンテナ中へ戻るのを回避するように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記一方弁は、前記コンテナの外部の供給源からの前記治療用液体の汚染を回避するよ
うに構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記コンテナおよび前記分配用先端は、低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレンおよ
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び耐衝撃性ポリスチレンからなる群から選択される１つ以上のポリマーによって形成され
る、請求項１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願
　本出願は、米国仮出願シリアル番号第６１／６７５，９０９号（出願日：２０１２年７
月２６日）の恩恵を主張する。同文献の開示内容全体を出典を明示することにより本明細
書の開示の一部とする。
【発明の概要】
【０００２】
　本開示の実施形態は、通気型キャップおよびオーバーキャップを含むコンテナ閉鎖シス
テムおよび薬物送達システムに関するいくつかの実施形態によれば、コンテナ閉鎖システ
ムは、コンテナを含む。このコンテナは、治療用液体を保持するように構成され、単回投
与分の治療用液体を分配するように構成された分配用先端を有する。通気型キャップは、
分配用先端を含む少なくともコンテナの一部上に適合するように構成され、１つ以上の通
気孔を有する。これら１つ以上の通気孔により、通気型キャップと分配用先端との間に規
定された空洞を通じた空気の進入および退出が可能になる。第２のキャップは、少なくと
も通気型キャップの一部上に適合するように構成される。開封明示シールが、第２のキャ
ップと、コンテナおよび通気型キャップのうち一方または双方とに連結される。
【０００３】
　多様な局面によれば、コンテナは、眼科用溶液、エマルションまたは懸濁液の形態の治
療用液体の複数の単回投与を分配するように、構成される。いくつかの実施形態において
、治療用薬剤は、ビマトプロスト、ブリモニジン、チモロール、シクロスポリン、ガチフ
ロキサシン、オクロキサシン、プレドニゾロン、カルニチンおよびケトロラクからなる群
から選択される。いくつかの場合において、通気型キャップ中の１つ以上の通気孔は、治
療用液体用量の分配後にコンテナの分配用先端における残留治療用液体の乾燥を加速させ
る位に十分に空洞を通じた空気の進入および退出を可能にするように、構成される。
【０００４】
　いくつかの場合において、第２のキャップは、ねじられて装置から取り外されるように
構成され、開封明示シールは、第２のキャップのねじれに応答して壊れるように構成され
る。多様な実行形態によれば、通気型キャップおよび第２のキャップにより一体型構造が
規定され、開封明示シールは、第２のキャップから剥離するように構成される。いくつか
の実施形態によれば、通気型キャップ、第２のキャップおよび開封明示シールにより一体
型構造が規定され、開封明示シールは、通気型キャップおよび第２のキャップから剥離す
るように構成される。いくつかの局面によれば、第２のキャップにより第２の通気型キャ
ップが規定され、第２の通気型キャップがコンテナに対してねじれると、通気型キャップ
および第２の通気型キャップの通気孔が重複する。
【０００５】
　いくつかの実行形態によれば、通気型キャップは、通気型キャップがコンテナ上に適合
したときに、コンテナの分配用先端との接触を確立するように通気型キャップ上に配置さ
れた突起を含む。いくつかの場合において、突起は、通気型キャップがコンテナ上に適合
したときに、コンテナの分配用先端を密封するように構成される。
【０００６】
　多様な実行形態によれば、第２のキャップは、乾燥剤システムを含む。いくつかの場合
において、コンテナの分配用先端および通気型キャップの一方または双方は、抗菌剤を含
む。多様な実施形態によれば、治療用液体は、防腐剤の入っていない治療用液体である。
いくつかの場合において、コンテナは、一方弁を含む。この一方弁は、分配用先端に配置
され、流体がコンテナ中へ戻るのを回避するように構成される。いくつかの実施形態によ
れば、一方弁は、コンテナの外部の供給源からの治療用液体の汚染を回避するように構成
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される。いくつかの場合において、コンテナおよび分配用先端は、低密度ポリエチレン、
高密度ポリエチレンおよび耐衝撃性ポリスチレンからなる群から選択された１つ以上のポ
リマーによって形成される。
【０００７】
　さらなる実施形態によれば、方法において、治療用液体を保持するように構成されたコ
ンテナのリザーバ中に治療用液体を保存することが含まれる。このコンテナは、単回投与
分の治療用液体を分配するように構成された分配用先端を含む。通気型キャップは、分配
用先端を含む少なくともコンテナの一部上に適合するように構成され、１つ以上の通気孔
を有する。これら１つ以上の通気孔により、通気型キャップと分配用先端との間に規定さ
れた空洞を通じた空気の進入および退出が可能になる。第２のキャップは、少なくとも通
気型キャップの一部上に適合するように構成される。開封明示シールは、第２のキャップ
およびコンテナおよび通気型キャップのうち一方または双方に連結される。いくつかの実
施形態において、コンテナは、複数の単回投与分の治療用液体を眼科用溶液、エマルショ
ンまたは懸濁液の形態で分配するように、構成される。
【０００８】
　さらなる実施形態によれば、方法において、治療用液体を保持するように構成されたコ
ンテナからキャップを取り外すことが含まれる。コンテナは、単回投与分の治療用液体を
分配するように構成された分配用先端を含む。キャップは、通気型キャップを含む。この
通気型キャップは、分配用先端を含む少なくともコンテナの一部上に適合するように構成
され、１つ以上の通気孔を有する。これらの１つ以上の通気孔により、通気型キャップと
分配用先端との間に規定された空洞を通じた空気の進入および退出が可能になる。第２の
キャップは、少なくとも通気型キャップの一部上に適合するように構成される。この方法
は、コンテナから治療用液体を分配することをさらに含む。
【０００９】
　上記および他の特徴は、以下の詳細な説明および添付図面から理解され得る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】通気型キャップ、オーバーキャップおよび開封明示を含むコンテナ閉鎖システム
を示す。このシステムは、壊れるように構成され、その結果、開封明示シールおよびオー
バーキャップがコンテナから除去される。
【図２】通気型キャップ、オーバーキャップおよび開封明示を含むコンテナ閉鎖システム
を示す。このシステムは、壊れるように構成され、その結果、開封明示シールおよびオー
バーキャップがコンテナから除去される。
【図３】通気型キャップ、オーバーキャップおよび開封明示シールを含むコンテナ閉鎖シ
ステムを示す。このシステムは、壊れるように構成され、その結果、開封明示シールがコ
ンテナから除去され、オーバーキャップは除去されない。
【図４】通気型キャップ、オーバーキャップおよび開封明示シールを含むコンテナ閉鎖シ
ステムを示す。このシステムは、壊れるように構成され、その結果、開封明示シールがコ
ンテナから除去され、オーバーキャップは除去されない。
【図５】コンテナ閉鎖システムを示す。このコンテナ閉鎖システムにおいて、オーバーキ
ャップは、１つ以上の通気孔を含み、通気型キャップおよびコンテナに対して回転するよ
うに構成され、その結果、オーバーキャップ上に配置された少なくとも１つの通気孔およ
び通気型キャップ上に配置された少なくとも１つの通気孔が重複し得る。
【図６】コンテナ閉鎖システムを示す。このコンテナ閉鎖システムにおいて、オーバーキ
ャップは、１つ以上の通気孔を含み、通気型キャップおよびコンテナに対して回転するよ
うに構成され、その結果、オーバーキャップ上に配置された少なくとも１つの通気孔およ
び通気型キャップ上に配置された少なくとも１つの通気孔が重複し得る。
【図７】コンテナ閉鎖システムを示す。このコンテナ閉鎖システムにおいて、オーバーキ
ャップは、１つ以上の通気孔を含み、通気型キャップおよびコンテナに対して回転するよ
うに構成され、その結果、オーバーキャップ上に配置された少なくとも１つの通気孔およ
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び通気型キャップ上に配置された少なくとも１つの通気孔が重複し得る。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　開示
　本開示の実施形態は、コンテナ閉鎖および薬物送達システムに主に関する。いくつかの
実施形態によれば、コンテナ閉鎖または薬物送達システムは、複数の単回投与分の治療用
薬剤を溶液、エマルションまたは懸濁液の形態で分配用先端を通じて分配するように、構
成される。単回投与分の治療用薬剤の投与後、残留量の薬剤および／または他の汚染物質
（例えば、体液）が分配用先端の外面上に残留し得る。分配用先端上に残留している残留
材料により、微生物増殖が促進される可能性がある。通気孔をコンテナのキャップへ付加
することにより、残留薬剤の乾燥時間が短縮され、その結果、微生物増殖の可能性が低下
する。コンテナの保存時において、キャップ中の通気孔により、外気が分配用先端と接触
するため、コンテナの無菌状態が低下し得る。オーバーキャップを少なくとも通気型キャ
ップの一部上に配置して、通気型キャップの一部上に通気孔を被覆し、分配用先端の無菌
状態のための可能性が妥協されるのを低減する。
【００１２】
　ここで図１および図２を参照して、コンテナ閉鎖システムが図示されている。コンテナ
閉鎖システムは、通気型キャップおよび非通気型キャップを含む。簡潔さのため、図示す
る実施形態をコンテナ閉鎖として説明するが、このような実施形態は多様な種類の薬物送
達システムにも適用可能であることが理解される。図１および図２および他の図に示すコ
ンテナ閉鎖１００および２００は、防腐剤の入っていない治療用薬剤を分配するように、
構成され得る。コンテナ閉鎖システム１００および２００は、コンテナ１１０および２１
０を含む。コンテナ１１０および２１０は、筺体１２０および２２０を有する。筺体１２
０および２２０は、内部に治療用液体を保存するように構成される。筺体１２０および２
２０は、筺体１２０および２２０が治療用液体を保存するように実行された多様な実施形
態において無菌状態である。図１および図２および他の図に示すコンテナ閉鎖の実施形態
は、防腐剤を含む治療用薬剤を分配するようにも構成され得る点に留意されたい。
【００１３】
　コンテナ１１０および２１０は、分配用先端１３０および２３０を有する。分配用先端
１３０および２３０を通じて、治療用液体が分配される。分配用先端１３０および２３０
は、概してテーパー状の円錐形状を有する。この形状は、治療用薬剤をユーザの身体の局
所的部位（例えば、眼、鼻孔および／または耳）へ分配するように、適切な寸法にされる
。例えば、筺体１１０および２１０は、防腐剤の入っていない眼科用治療用薬剤を含むよ
うに実行され得、分配用先端１３０および２３０は、ユーザが眼科用治療用薬剤を複数回
にわたって眼へ長期間（例えば、１ヶ月）分配することを可能にするように、構成され得
る。コンテナおよび分配用先端は、低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレンおよび／ま
たは耐衝撃性ポリスチレンによって形成され得る。
【００１４】
　多様な治療用薬剤は、本開示の実施形態に従って実行されるコンテナ閉鎖システムを用
いて分配され得る。このような治療用薬剤を非限定的かつ非網羅的に挙げると、ビマトプ
ロスト、ブリモニジン、チモロール、シクロスポリン、ガチフロキサシン、オクロキサシ
ン、プレドニゾロン、カルニチンおよびケトロラクがある。本開示の実施形態に従って実
行されるシステムは、防腐剤の入っていない治療用薬剤の送達に限定されないが、保存料
を用いた治療用薬剤の送達にも適用される。
【００１５】
　いくつかの実施形態によれば、コンテナ１１０および２１０は、一方弁を含む。一方弁
は、フィルタを任意選択的に含み得る。一方弁は、コンテナ内に含まれる治療用薬剤が分
配用先端１３０および２３０へ通過しかつ治療用薬剤および／または他の流体または汚染
物質のコンテナ中への再進入を回避するように、構成される。多様な種類の弁は、コンテ
ナから分配用先端１３０および２３０（例えば、ノベリア弁（提供元：Ｒｅｘａｍ）およ
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び眼科用圧搾型分配器の弁システム（提供元：ＡｐｔａｒＰｈａｒｍａ）を含む）への一
方向の液体の流れを提供するように、実行され得る。
【００１６】
　いくつかの実施形態において、コンテナ１１０および２１０は、単回投与分の治療用薬
剤を繰り返し所定期間にわたって分配するように、構成される。例えば、コンテナ１１０
および２１０は、単回投与分の治療用薬剤を毎月１回分配するように、構成され得る。い
くつかの実施形態によれば、コンテナ１１０および２１０は、所定量の治療用薬剤を単回
投与として分配するように、構成される。このような実施形態において、一方弁は、計量
された用量の治療用薬剤が各付加時に分配されるように量の治療用薬剤を調節するように
、構成され得る。適切な高精度計量弁の提供元を挙げると、例えばＲｅｘａｍがある。ま
た、多様な利用可能なバネ付勢型一方弁を作動時に開口させることにより、単回投与分の
薬物製品を送達することができる。作動後、弁は、元の位置へ戻り、開口部を密閉する。
多様な実施形態によれば、本明細書中に記載されるコンテナ閉鎖システムは、圧搾可能な
導管と共に実行され得る。代替的にまたは追加的に、ポンプ機構を実行することにより、
コンテナ１１０および２１０内に含まれる治療用薬剤の計量されたかまたは未計量の分配
を促進することができる。
【００１７】
　１つ以上の通気孔１４５を含む通気型キャップ１４０および２４０をコンテナ１１０お
よび２１０の少なくとも一部上に適合させることにより、通気型キャップ１４０および２
４０と分配用先端１３０および２３０との間の外気通過が可能になる。１つ以上の通気孔
１４５は、治療用液体用量の分配後にコンテナ１１０および２１０の分配用先端１３０お
よび２３０における残留治療用液体および／または他の汚染物質の乾燥を加速させるのに
十分な分配用先端１３０および２３０と通気型キャップ１４０および２４０との間の空洞
を通じた空気の進入および退出が可能となるように、構成され得る。
【００１８】
　図１および図２および他の図に示すコンテナ閉鎖システム１００および２００は、突起
１４０および２４０を含む。突起１４０および２４０は、分配用先端１３０および２３０
の遠位部位と解放可能に係合するように構成される。分配用先端１３０および２３０の遠
位部位に適切に配置されると、通気型キャップ１４０および２４０と分配用先端１３０お
よび２３０との間にシールが形成される。治療用薬剤の性質および用途に応じて、シール
は、所望のレベルのシール（例えば、流体密封、機密または機械的締結）を提供するよう
に実行され得る。
【００１９】
　オーバーキャップ１６０は、少なくとも通気型キャップ１４０の一部上に適合される。
オーバーキャップ１６０により１つ以上の通気孔１４５を被覆することにより、コンテナ
１１０の保存時における無菌状態の維持が支援される。いくつかの場合において、オーバ
ーキャップ１６０および通気型キャップ１４０により、一体型構造が規定される。本明細
書中に記載される多様な実行形態によれば、オーバーキャップ１６０は、通気型キャップ
１４０から取り外されるように構成される。
【００２０】
　いくつかの実施形態によれば、抗菌添加剤が、コンテナ閉鎖システムの選択された表面
（例えば、分配用先端、通気型キャップおよび／または微生物汚染が発生し易いオーバー
キャップの表面）に設けられる。多様な眼科用多用量コンテナ閉鎖システムおよび薬物送
達システムにおいて、本開示の実施形態による抗菌剤表面保護（例えば、保存料を用いて
いない眼科用製品、部分的に保存料を用いた眼科用製品、および保存料を用いた眼科用製
品を含むもの）を含めることにより、恩恵を得ることができる。
【００２１】
　例えば、以下の抗菌添加剤を、他の本開示の実施形態によるコンテナ閉鎖システムの作
製に適したポリマー材料に適用可能なコーティング中に用いることができる：銀ナノ粒子
、バイオセーフ、ＩＲＧＡＧＵＡＲＤ（登録商標）Ｆ３０００、Ｔｒｉｃｌｏｓａｎ、亜
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鉛オマジン、亜鉛イオン、銅イオン、セリウムイオン、ＧＯＬＤＳＨＩＥＬＤ（登録商標
）、ＡＥＧＩＳTM抗菌剤、ＰＥＩ－ＴＣＳポリマー、硫酸プロタミンおよびクロルヘキシ
ジンの単独での使用またはこれらの任意の組み合わせ。
【００２２】
　通気型キャップ、オーバーキャップおよび分配用先端のうち１つ以上は、残留治療用液
体および／または他の汚染物質の乾燥の加速を促進する乾燥剤システムを含み得る。この
ような治療用薬剤を非限定的かつ非網羅的に挙げると、シリカゲル、酸化カルシウムおよ
び分子篩がある。
【００２３】
　開封明示シール１７０および２７０は、オーバーキャップ１６０および２６０の一部上
に適合される。図１および図２および他の図におけるいくつかの場合において、開封明示
シール１７０および２７０は、コンテナ１１０および２１０および／またはオーバーキャ
ップ１６０および２６０の一部を包囲する帯である。いくつかの場合において、開封明示
シール１７０および２７０は、コンテナ１１０および２１０ならびに／あるいはオーバー
キャップ１６０および２６０を全てまたは実質的に全て被覆する。開封明示シール１７０
および２７０は、ユーザから力が付加された場合に壊れるように、構成される。図１およ
び図２に示す代表例において、開封明示シール１７０および２７０はオーバーキャップ１
６０および２６０へ取りつけられ、開封明示シール１７０および２７０が壊れると、オー
バーキャップ１６０および２６０はコンテナ１１０および２１０から取り外される。いく
つかの場合において、開封明示シール１７０および２７０が取り外されると、オーバーキ
ャップ１６０および２６０が廃棄されるように構成され、その結果、通気型キャップ１４
０および２４０がコンテナ１１０および２１０上に残る。
【００２４】
　いくつかの場合において、開封明示シールが壊れても、オーバーキャップはコンテナ閉
鎖システムから取り外されない。図３および図４に示す代表例において、開封明示シール
３７０および４７０は、オーバーキャップ３６０および４６０を取り外さずに壊れて取り
外されるように、構成される。いくつかの実施形態において、オーバーキャップ３６０お
よび４６０ならびに通気型キャップ３４０および４４０により一体型構造が規定され、そ
の結果、コンテナの使用により治療用液体が付加されると、通気型キャップ３４０および
４４０ならびにオーバーキャップ３６０および４６０が共に取り外されて、分配用先端３
３０および４３０へのアクセスが可能になり、単回投与分の治療用液体の付加後に交換さ
れる。いくつかの実行形態において、開封明示シール３７０および４７０が引き裂かれる
と、通気型キャップおよび／またはオーバーキャップ中の通気孔３４５が露出する。多様
な実施形態によれば、オーバーキャップ３６０および４６０は、通気型キャップ３４０お
よび４４０上の１つ以上の通気孔３４５が露出されるように取り外されるように構成され
、通気型キャップ３４０および４４０は、取り外されると分配用先端３３０および４３０
を露出させるように、構成される。
【００２５】
　本明細書中に記載される多様な局面によれば、オーバーキャップは、１つ以上の通気孔
を含む。図５～図７に示す代表例において、オーバーキャップ５６０および６６０は、１
つ以上の通気孔を含み、通気型キャップ５４０および６４０ならびにコンテナ５１０およ
び６１０に対して回転するように構成され、これにより、オーバーキャップ上に配置され
た少なくとも１つの通気孔および通気型キャップ上に配置された少なくとも１つの通気孔
５４０および６４０が重複すると、分配用先端５３０および６３０がこれら重複した通気
孔を通じて外気に晒される。この代表例において、通気型キャップ５４０および６４０な
らびにオーバーキャップ５６０および６６０は、一体型構造を規定してもよいし、あるい
は、上記したような別個の取り外し可能な構造であってもよい。開封明示シール５７０お
よび６７０は、オーバーキャップ５６０および６６０ならびに通気型キャップ５４０およ
び６４０のうち１つ以上に取りつけられる。開封明示シール５７０および６７０は、オー
バーキャップ５６０および６６０および／または通気型キャップ５４０および６４０から
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【００２６】
　図５に示すコンテナ閉鎖システム５００は、１つ以上の通気孔５４５を含む通気型キャ
ップ５４０と、少なくとも通気型キャップ５４０の一部上に配置されたオーバーキャップ
５６０とを含む。この代表例において、オーバーキャップ５６０により、通気型キャップ
５４０上の１つ以上の通気孔５４５を通じて通気型キャップ５４０と分配用先端５３０と
の間の空洞中に外気が進入する事態が回避される。図６は、図５と同じコンテナ閉鎖シス
テム５００および６００を示すが、オーバーキャップ６６０は通気型キャップ６４０に対
して回転される。オーバーキャップ６６０上の通気孔は、通気型キャップ６４０上の通気
孔と少なくとも部分的に重複し、その結果、分配用先端６３０が重複した通気孔を通じて
外気へ晒される。
【００２７】
　図７に示すキャップアセンブリ７０１は、オーバーキャップおよび通気型キャップを含
む。図５および図６に関連して上記したように、この代表例は、通気型オーバーキャップ
を含む。図７は、オーバーキャップ上の通気孔が通気型キャップ上の通気孔と部分的に重
複した結果、通気孔を通じた空気通過が可能になる様子を示す。通気孔７４６の一部は、
オーバーキャップの部位７６１によって被覆される。
【００２８】
　上記の代表的な実施形態の記載は、例示および説明目的のために提示されたものであり
、網羅的なものではなく、本発明を開示の形態そのものに限定することを意図していない
。上記教示を鑑みれば、多数の改変および変更が可能である。開示の実施形態の特徴のい
ずれかまたは全てを個別または組み合わせて適用することが可能であるが、このような組
み合わせは限定的なものではなく、あくまで例示的なものである。本発明の範囲は、この
詳細な記載に限定されず、添付の特許請求の範囲によって決定されることが意図される。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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